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Internet環境下における米国の医学図書館の現状を，米国国立医学図書館NLMの活動と，米国医学図書館協  

会大会MLAの報告を中心に解説した．また，背景となる全国的な情報基盤整備計画NationalInfbrmation  

InfrastruCtureについても触れた．米国の医学図書館の34％，大学医学図書館の72％が既にInternetに  

接続している．この状況下において医学図書館がどのような役割を果たしていくべきかを考察した．  
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Abstract   

Thesateofart activitiesoftheU．S．healthscienceslibrariesintheInternet circumustanCeWereintro－  

duced・AsthebackgroundoftheInternetaCtivities】theNationalInfbrmationInfrastruturewasalso  

mentioned．AsurveyconductedbytheNationalLibraryofMedicineindicatesthatlibrariesatacademic  

institutionshavemostlyaccesstotheInternet（72％）．Therolesofhealthsciencelibrarieswerediscussed  

inthissituation．  
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1．背景   

l．1 NII（NationalInfbrmationInfrastruC七ure）とHPCC（HighPerfor－  

manceComputingand Communications）   

1991年に当時，上院議長であったゴア現副大統領が提案した，米国の高性能計算・通倍開発計画（High  

PerfbrmanceComputingandCommunications‥HPCC）は，クリントン政権の誕生とともに，1993年の  

国家的な情報基盤整備計画（NationalInformationInfrastruCture：NII）へと発展してきた。   

NII構想はあらゆる情報資源を，全ての国民が人々が，どのような型体でも，いつでも，自由に利用可  

能にしようとする壮大な試みである．ここで対象としている情報資源とは，図書館に所蔵されている資料  

はもとより，データベース，画像，テキスト，データベース，音声，そして美術館，博物館のコレクション  

をも含むというという幅広いものである。これら各種の情報資源を有効的に利用可能にするためには色々  

な情報機器，装置が必要である。これらには，これまでなかったような機器，Dr・TbniBearmanl）によれ  

ばYNI（Younameit＝あなたが名前をつけた）装置が次々と現われてくる。そして，これらの機器を有機的  

に結びつけていくために，データの標準化，コード化がますます必要とされてくる。   

このような計画の実現のためにNII大統領諮問委貞会が，産業界，労働界，学界，図書館界，マスコミ，  

地方自治体，教育界などの幅広い国民階層からのメンバーを集めて形成されている。   

現在，HPCCはNIIを実現するための技術的基盤として位置付けられている。そして，国家規模で挑戦  

する応用分野（NationalChallengeApplicationAreas）として，国民生活の社会基盤，ディジタル図書館，  

生涯教育，エネルギー管理，環境，ヘルスケア，製造プロセス，国家安全保障，官庁情報への一般からの  

アクセスなどが示されている。2）  

1．2 NIIと医学図書館   

1994年5月にテキサス州SanAntonioで開催された，第94回米国医学図書館協会年次大会（Medical  

LibraryAssociation‥MLA）では，最終日の5月19日に”国家的な医学医療情報基盤（NatioIlalHealth  

InhrmationInfrastruCture）の構築：HPCCの役割”，と遷する一日のシンポジウムが開催され，250人以  

上の医学図書館員を集めて，その関心の強さを示した。HPCCの重点分野として，ヘルスケアとディジタ  

ル図書館が挙げられており，米国国立医学図書館（NLM）はまさに，その研究開発の一つの中心拠点となっ  

ている。HPCCの研究開発の手法は，各研究開発に係わる政府機関が，それぞれに計画を遂行し，その調  

整をHPCC本部が行っている。そして，HPCCの全国調整本部（NationalCoordinationOfRce）の本部長  

にほNLMの館長であるDr．DonaldLindbergが就任している。   

NLⅣⅠはHPCC計画における医療分野の情報伝達と情報処理の研究開発計画を開始している。1994年  

度に助成されたプロジェクトの一例を次に示す。   

。医療情報学分野の全国的な共同研究機横綱（Collaboratory）の構築（3つの医療情報学研究グループ  

を，インターネットによって結びつけるための，病歴システム，臨床研究プロトコル，医学用語サー  

バー，電子会議，医学教育システムなどの開発。3大学に3年間で各々に100万ドルの助成）  

○アイオア州健康教育情報ネットワークの構築（アイオア州における健康教育情報センターのための州  

レベルのディジタル・ネトワークを，3つの地方病院を結んで構築。3年間で725万ドルを助成）  

○臨床情報システムにおける画像（既存の病歴システムと，新しい臨床画像システムを自動テキスト分  

野によって合させる手法の開発。3年間で120万ドル）  
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2．医学情幸郎舌動の中心としての米国国立医学図書館（N鼠M）   

2．1NIノMの活動  

米国における医学情報サービス活動は米国国立医学図書館（NationalLibraryofMedline‥NLM）を中心  

にして行われている。NIノMは国内の医学図書館の頂点に立ち，情報資源の収集・提供，データベースの作  

成と提供，研究開発，そして各種の助成金の提供という幅広い活動を行っている。  

1964年から始められた医学文献分析検索システムMEDLARS計画での医学文献データベースMEDLINE  

を軸に40種以上のデータベースを作成し，オンライン・ネットワークには40，000の機関・個人が接続さ  

れている。NLMオンライン・サービスの利用は，データベースの種類の豊富さ，利用登録者の増加，そし  

てGratefu1Medのようなユーザー・フレンドリーな検索ソフトの出現などによって，年々増え続け，1992  

年度は，オンライン検索は年間529万回，オフライン出力が27万回と驚異的な数字を示している。   

このような活発な医学情報活動を支えるために，NLMは1983年に医科大学内における情報資源マネー  

ジメントの考え方による学術情報システムの構築の提案を行った。この計画は当初，IntegratedAcademic  

InformationManagementSystem，略称IAIMS（統合型学術情報マネージメントシステム）と呼ばれた  

が，現在はIntegratedAdvancedInた〉rmationManagementSystemと発展している。3）  

IAIMSは，医科大学における4つの機能，すなわち教育，研究，診療，そして組織の管理・運営の各場  

面で生産されている，各種の情報，データベース，ファイルをそれぞれの場で有効に利用，活用するため  

の学内ネットワークを構築することを目的としている。そして，このIAIMS計画の中心に図書館を位置付  

けたことが特長となっている。これによって，利用者は内外のデータベース，ファイル，各種の機能に容  

易にアクセス可能となるのである。4）  

1983年以来，N工ノMは17の機関にIAIMS構築のための助成を行ってきた。そして，HPCC計画の出現  

にともなって，情報資源マネージメントが複雑さを増したにもかかわらず，IAIMSの目標とする学内の情  

報流通の可能性が強化されている。   

NLMはNIIの実現の一歩として，IAIMS助成とは別にNationalScienceFoundation（NSF）と共同で，  

医療機関でのInternet導入促進のための助成を始めている。これにより1993年度には16の大学及び病院  

が助成金を得て，1994年度には8，500万ドルの予算が予定されている。  

2．2 Internetを介したNLMの情報サービス  

NLMは各種のデータベース利用をインターネットを通じて，医療関係者に開放している。5）  

WorldWideWide（WWW）サーバを通じては，NLMのサービス概要を提供し（http：／／www・nlm・nih・gOV／），  

またNtM内にある国立バイオテクノロジー情報センターで編集される世界長大の遺伝子情報データバン  

クであるGenBankにもアクセスできる（http：／／www．ncbi．nlm．nih．gov／）．既存のオンライン・データベー  

ス，MEDLINE（医学文献全般），TOXLIⅣE（毒性情報），そして文献複写以来サービスDOI」ⅠⅣEにつ  

いてはGopherサーバによりアクセス可能となっている。これらのサービスは有料であるが，AIDS関連の  

データベースについては，その公共性から，今年から無料で開放することとなった。国の情報機関のこの  

ような方針は情報関係者からは拍手をもって迎えられている。6）   

FTPサーバによれば，NLMの配布している各種の出版物，ソフトウェアが入手できる（hlmpub・nlm・nih．gov）。  

出版物としては，NLMファクトシート，主題書誌，AIDS情報などがある。インターネットによるこのよ  

うな情報提供は印刷物をより減少させていこうとする政府機関の意図であろう。  
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NLMのLocatorは，メニュー方式でNIJMの所蔵資料の情報を提供している。アクセできるファイル  

は，医学分野のオンライン目録であるCATIノINE，視聴覚資料日録AVLINE，そして雑誌情報ファイル  

SERLINEである（telnetでlocator．nlm．nih．govで接続し，locatorとログイン）。   

このような各種の方法でNIノMのファイル，データベースにアクセスができるようになり，これらのサー  

ビスを支援するためのヘルプデスクも設けられ，電子メールで問い合わせが可能となっている（例えば，レ  

ファレンス・デスクはref＠nlm，nlm・gOV）。この方式の採用によって，これまでの郵便による2倍以上の数  

のレファレンス質問が電子メールで寄せられている．   

3．医学図書館におけるInternetの利用  

今年の米国医学図書館協会年次大会（MLA）でのキーワードは，スーパーハイウエー，NII，IIPCC，  

lnternet，ナビゲーションであった．これを反映していたのが，大会の展示会の”MLAInternetCenter”と  

名づけた大規模なコーナーである。ここでは，Internetになじみの薄い参加者のために，Mosaic，Gopher  

などを通じて，NLMのホーム ページ，ファイル，大学で作られている各種のファイルを容易に利用でき  

るように，数十台のターミナルが置かれ，多くの人々が各種のサービスを体験していた。   

また，この横には「マルチメディア教材センター」も設けられた。医学教育におては画像，音声を取り  

入れた教育資材が非常に重要視され，その媒体としてこれまでビデオテープが使われてきたが，近年，マ  

ルチメディア教材の開発が進み，数多くの新しい媒体の商品が市場に現れ，これらが教室において活発に  

使われるようになった。これに対応して医学図書館のLeamingResourceCenterにおいてもこれらを収集  

し，利用可能にする必要にせまられている。このような新しい教育ソフトウェアはその評価がなかなか難  

しいが，このように教材を一同に集め，図書館員がそれを実際に使ってみることによって，評価を下すこ  

とが可能となる。   

医学教育におけるマルチメディアの利用についてのワークショップが本年6月にユタ州SaltLakeCity  

のユタ大学で開かれている。ユタ大学では従来，”sliceofLifb’’と呼ばれる人間の解剖画像ビデオディス  

クを作成している。これを材料として作られたマルチメディア教材をネットワーク環境下で利用する試み  

や，Internetでの電子会議などがこの研究会で発表された。このワークショップの開催はユタ大学の医学  

図書館と，教育資源開発センター，医学教育センターの協力で実現したことは注目に億する。   

NI｝Mは米国内の医学図書館におけるInternetの導入状況調査を1993年秋に実施している．7）NLM  

のネットワーク（NationalNetworkofI・ibrariesofMedicine：NN／LM）の全参加館4，037館にアンケートを  

送り，3，331館（約％）から有効回答を得た（表1）。これによると，大学医学図書館は全回答館の16％で  

はあるが，実に72％がInternetを既に導入している。館数の64％を占める病院図書館ではInternetの  

利用は24％にしかすぎない。全体として34％の図書館がInternetにアクセスしている。一方，親機関の  

Internetの導状況は，大学で66％，病院で16％になっており，図書館の方がいずれも高率である。また，  

将来については，10％前後の機関が導入を計画している。いずれにしても，近年，Internetへのアクセス  

の可能な機関は急速に増大している。   

また，この調査ではどのようなサービスにInternetを利用しているかを尋ねている。多くの図書館では，  

まだ手探りの段階で，最も多い利用形態は電子メールでの回答（1，105館）の81％であった。そして，次に  

rIblnetによって，外部のデータベースにアクセスする（63％）であり，FTP，Gopherを利用する図書館は  

半分以下であった。WWW，Mosaicとなると200館以下である。   

MLA大会においても，”Internetの図書館サービスヘのインパクト’’と蓮する分科会が設けられ，6つの  

演題が発表された．ピッツバーグ大学からはレファレンスライブラリアンのInternetの利用状況の小規模  

調査（1994年1月実施）が報告された．これによると，98％の図書館員が電子メールにInternetを利用  

36   



（表1）米国医学図書館における1nternet導入状況（1993年10月）  

回答館数 Internet  親機関が  Internet  

導入能（％）lnternet導入済（％） 導入計画中（％）  

大学図書館  529  383（72）  348（66）  

病院図書館  2．101 500（24）  326（16）  

その他  701 259（37）  237（34）  

総計  3，3311．142（34）  911（27）  

57（11）  

180（9）  

74（11）  

311（9）  

しているが，FTP，WAIS，Mosaicなどとなると利用は半数以下で，まだ使いにくいと述べている．Gopher  

が誕生したミネソタ大学では，Internetを利用した図書館へのレファレンス質問，複写依頼，相互貸借の  

申込，検索についてにの質問，貸出図書の期間延長などのサービスができるソフトウエアを用意して学内  

で利用している．ミシガン大学では，教職員，学生に対してInternet教室を開催して，その利用者教育の  

評価を行っている．   

いずれの発表者からも，大学内におけるネットワークが非常に複雑に入り組んでいること，Intemetへ  

のアクセス方法が機種により，ソフトウエアにより，そして対象となるファイルによって千差万別である  

ことなどから，図書館での利用者へのInternet教育，あるいは図書館員のnavigator（水先案内人）として  

の役割が強調された．  

4．Navigatorとしての図書館員   

Internetの環境によって我々は各種のデータべpス，ファイルをどこからでも共有することができるよう  

になってきた．このような状況の中で図書館員はどのような役割を果たしていくべきなのだろうか．MLA  

大会の議論や米国医学図書館協会の機関誌であるBu11etinoftheMedica，1LibraryAssociationのInternet  

特集号（vol．82no．4，1994．10）などを参考に整理してみる．  

●情報資源の掟供者となる．電子媒体，印刷媒体の各種の資源を利用者に検索，提供する．  

●情報の出版者となる．図書館で独自に編集した情報，例えば，電子ニュースレターなどを発行する．  

●分散している情報資源のインテグレータとなる．データベース，CD－ROMなどの電子媒体から必要  

な情報を取り出し，再編成して新しいデータベースを創り，提供する．   

・ネットワーク利用のためのnavigatorとなる．  

そして，図書館としては利用者がネットワークを容易に利用できるようにするための具体策として，次  

のことが考えられる．  
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◎ インターフェースを作り上げる．  

0各種のファイルへのアクセスのためのガイドマップを作成する．  

0各情報資源のカタログを作成する．  

0 コンサルテーション，研修会の開催する．  

今後，重要となるのは各種の情報資源に対する質的評価qualityfi1teringであろう8）．Internet上には誰  

でもが自由に自分でつつくたデータベースを搭載することが可能である．これによって種々雑多なファイ  

ルが存在することになる．従って，図書館，特にレファレンスサービスではこれらの質の異なるファイル  

に対して質的評価をすることが必要となってくる．   

この小論をまとめるにあたっては，Pittsburgh大学図書館情報学部EllenG．Detlefgen教授から各種の  

最新情報が電子メールで提供され，図書館情報大学の田畑孝一教授，杉本重雄助教授とはディジタル図書  

館についての有用な議論がされ，愛知淑徳大学水野陽子君には原稿のまとめをお願いした．これらの作業  

は全てInternet上で行うことができた．これはまさに，見えない共同研究室invisiblecollaboratory実現  

の一歩であろう．  
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